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３ 要 旨  

 (1) 伝染源（葉いもち病斑）から飛散する胞子が、穂いもち伝染源として働く範囲を検討した。

(2) 伝染源からの距離（x）と面積あたり穂いもち発病穂数（y）の関係は、葉いもちの伝染勾配を表わす

kiyosawa-shiomi式（y=aebx、eは自然対数の底、a、bは定数）に適合した。 

(3) 2001年の気象条件下では、葉いもち病斑上から飛散する大部分の胞子が、穂いもち伝染源として拡
散する範囲は狭く、広くても葉いもち病斑を中心にその周囲40～50ｍ程度と考えられた。
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